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１　事業概要 ５　事業説明
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　県内の畜産関係団体は、安全・安心な畜産物や良質な
畜産物を生産するための研修会、一般県民に向けた本県
畜産のPR活動などを積極的に実施している。
　この各団体の事業費を助成することで、各団体の活動
を活性化し、更なる本県畜産の振興を図る。

　畜産安全関係団体運営費補助　2,660千円

 (１) 事業内容
　　　自ら活動を行う県内の畜産生産者団体及び関係団体の活動をより活性化させるために、次のとおり各団体に事業費
 　 補助を行う。　　　　2,660千円
　　(一社）埼玉県畜産会(1,080千円)　(公社)埼玉県獣医師会 (300千円)　埼玉県養豚協会       (230千円)
　　埼玉県養鶏協会       (250千円)　埼玉県養蜂協会        (90千円)　埼玉県肉用牛経営者協会(90千円)
　　埼玉県粗飼料利用研究会(90千円)　埼玉県酪農協会       (300千円)　埼玉県畜産技術振興会 (230千円)

 (２) 事業計画
　　　・(畜産会)畜産経営技術の向上に向けた研修会・講習会の開催、会報発行
　　　・(獣医師会)動物愛護・福祉活動の推進に向けた啓発、獣医学術の向上と人材の育成のための講習会開催
　　　・(養豚協会)養豚経営の安定・振興に寄与するための共進会開催
　　　・(養鶏協会)養鶏組織の強化・育成に向けた講習会開催、鶏卵の消費拡大推進に向けた啓発
　　　・(養蜂協会)養蜂業の振興支援、はちみつの消費拡大推進に向けた品評会及び即売会開催
　　　・(肉用牛経営者協会)肉用牛経営発展を図るための共進会及び研修会の開催
　　　・(粗飼料利用研究会)飼料作物の生産等に関する技術向上支援に向けた優良事例を対象とした現地検討会の開催
　　　・(酪農協会)本県乳牛の優秀な血統の保持・改良に向けた共進会開催、酪農及び関連産業の発展推進に向けた啓発
　　　・(畜産技術振興会)家畜繁殖衛生並びに改良増殖のための研修会開催、会報発行

 (３) 事業効果
　　　・(畜産会)研修会・講習会開催（年5回）、会報発行（年2回）
　　　・(獣医師会)動物愛護フェスティバル等への参加（通年）、学術講習会の開催(通年）
　　　・(養豚協会)枝肉共進会の実施(年1回）
　　　・(養鶏協会)外部講師による養鶏に関する講習会（年2回）、消費者向け普及啓発（年1回）
　　　・(養蜂協会)はちみつ品評会の開催（年1回）、はちみつ即売会の開催（年1回）
　　　・(肉用牛経営者協会)枝肉共進会開催（年1回）、和牛改良に関する研修会開催（年1回）
　　　・(粗飼料利用研究会)現地検討会の実施(年1回)、会報発行(年1回)
　　　・(酪農協会)乳牛共進会開催（年1回）、ブラックアンドホワイトショウ開催（年1回）
　　　・(畜産技術振興会)和牛改良に関する研修会開催（年2回）会報発行（年1回）

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.6人＝5,700千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 2,660

前年額 2,660 2,660

― 農林部 45 ―

儲かる農林業の推進

2,660 0

強みを生かした収益力のある農業の確立



 

事業名

単位事業名 予算額 2,660千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 2,660 0

合計 2,660 0

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 2,660 0  (一社)埼玉県畜産会他8団体

合計 2,660 0

事業内訳書

畜産安全関係団体補助事業

畜産安全関係団体運営費補助

主な内容

主な内容


